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1高 梨氏館跡(航 空写真)



序

高梨館は、中野市街地の傍 らにありなが らも、郷土を愛する人びとの努力によって荒 らされ

ることもなく、全国でもめずらしいといわれるほ どに原形を良く残 し、昔の面影を伝えてきま

した。

この館跡は、東方に控える鴨ヶ岳の山城跡とともに、戦国時代に北信地方で活躍した有力武

士高梨氏の全盛時代の遺構を示すもので、まことにこの地方の歴史を語るうえに欠かせない、

貴重な歴史遺産であります。よって昭和44年7月3日 付けで県の史跡に指定され ました。

この館跡 にっいては、これまで大切に護ってこられた高梨家にかわって、こんど中野市が都

市計画法に基づ く近隣公園 「高梨館跡公園」として整備することになり、平成元年度か ら工事

に着手 しました。

公園整備 にあたっては、昔の面影を残す貴重な史跡 として、往時をできる限 り再現する方向

で遺跡の保護を優先させ、その活用をはかることに しました。そこで、遺跡の確認と公園整備

事業の資料を得るため、昭和61年 度に試掘調査、発掘調査を62年度から平成3年 度までの計画

で進めています。

さて、今回の調査によって館の状況はかなり明らかになってきま した。っきましては、調査

の途中ではありますが、市民各位に一層の関心と理解を深めていただきたく、ここにその成果

の一端を概報 としてまとめることにしました。なお刊行については、湯本軍一調査団顧問に監

修 していただきました。

最後になりま したが、この調査にご指導 ・ご助言をいただいた高梨館跡公園整備専門委員な

らびに発掘調査団の先生方をは じめ発掘調査にご参加いただいた方々、その他ご協力くださっ

た多 くの方々に衷心からお礼申 し上げます。

平成2年3月

中野市教育委員会

教育長 嶋田 春三



例 言

1.本 報告書 は、昭和61年 度(1986)か ら行 なった、長野県中野市小舘 にある、長野県指定

史跡高梨氏館跡の試掘調査 お よび発掘調査 にたいす る、平 成元年度 までの調査概 報で ある。

2.調 査 は、中野市教育委員会 が主体 となって行 なうが、その組織 は次の通 りで ある。

顧 問 長野県史協 議委員 ・山ノ内町文化財保護 審議会委員長 金 井 喜 久一・郎

〃 長野県史(中 世史担当)編 纂委員 ・法政大学史学会評議 員 湯 本 軍 一

調査団長
'調査主任

調 査 員

11

11

//

//

11

事 務 局

中野市文化財保護審議会会長 ・日本考古学協会会員

日本考古学協会会員

11

11

〃

//

長野県考古学会会員

11

中野市教育委員会教育長

〃 教育次長

〃 社会教育課長

〃 歴史民俗資料館管理係長

〃 唖 学芸員

金 井 汲 次

檀 原 長 則

田 川 幸 生

関 孝 一

郷 道 哲 章

土 屋 積

池 田 実 男

酒 井 健 次

嶋 田 春 三

土 屋 練太郎

小野沢 捷

小 林 紀 夫

徳 竹 雅 之

3.現 地調査 には多 くの作業員の協力が あった こと、なお多 くの研 究者や全国の参観者か ら、

貴重 な助 言や協力 を うけた ことを深謝 します。

4.本 報告書 は、金井喜 久一郎 ・湯本軍一 ・金井汲次の指 導によ り、檀 原長則 ・徳竹雅之が

執筆 ・編集 した。

5.本 報告書作成のための製 図や トレースの作業 は、池田実 男 ・酒井健次 ・湯本栄一 ・栗原

よしみ ・山崎の り子 が行 なった。

6.写 真撮影 は、檀 原長 則 ・徳竹雅之 が行 なった。

7.本 報告書 は、現時点での概要であ り、調査に よ り出土 した遺物 の整理や 、図面類の分析

・検討 な どの成果は、都市 公園整備事 業 と併行 して行 な う発掘調査の終了 をまって、正 式

に報告書 として刊行す る予定である。

8.な お、本報告 書の性格上 、執筆 にあたっては県史 ・信濃史料その他 多 くの文 献 を参照 し

たが 、表記は省略 させ ていただいた。
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'第
1章 高梨氏館 跡 と保存 の経 過

第i節 立地条件と館跡の現状.

1.位 置

善光寺平(長 野盆地)の 北端をさえぎっているのは、コニーデ式の形容を した高社山(1,

352m)で ある。その南方に広がるのは中野扇状地で、三国山脈 に連なる上信越国立公園 、
'
志賀高原か ら流下する夜間瀬川によって形成されたものである。

この扇央左寄 りに中野市街地がある。東方は、志賀高原の山か ら派出した支脈によってさ

えぎられ、山ノ内町との行政境界となっている。この支脈の尾根上に、.館跡の詰城 として南

北約500mに わたる鴨 ヶ嶽の山城跡があるb標 高688.3m、 比高差約300mで 、いたる所に

段郭などが設けられている。

図1高 梨 氏館 跡 の位 置

.一1.



図2鴨 ヶ嶽城要図

1館 跡か らみ た鴨 ヶ嶽城
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2.館 跡の現状

この西麓約300mの 位置、すなわち中野市街地の東寄 りの中野市小舘にあるのが、高梨氏

館跡である。この館跡および山城跡は昭和44年(1969)に 長野県史跡 に指定されている。

館は現状方形単郭をなし、東西約130m、 南北約100mの 規模で、土塁は四周に残ってい

るが、空堀跡には一部人家がある。

発掘調査前の状況は、郭内の東南に庭園の庭石が残っていて、前が窪地 となっていたので
の つら

庭園の埋没が想定されていた。また野面積みの井戸(深 さ約9m)も 存在 し、嘉永年間に改

築 したことが傍 らの碑文

に記されている。

館の西北隅の土塁はや
すみやぐら

や高 く、井楼か隅櫓の存

在が想定される。南北隅

も以前は高かったが、今

は削平 されて低くなった

と言われており、あるい
や くら

はここにも櫓があったも

のかもしれない。ここの

土塁は内側の地表から1

～3mの 高さで残 ってい

3嘉 永年間修復の井戸内部 る。この空堀は南 ・西面

がかなり埋没 している。北面の空堀は諏訪町の宅地化によって幅が狭められていると考え ら

れる。比較的、旧状を残 しているのは畑地に面 した東側で、堀はV字 形(薬 研堀)を 呈 して

いる。

館内の入 口は三か所あるが、西面入口は北寄りにある。この入口の北側は、近世末～明治

初年 ごろ館内の耕地化に伴って掘 り出された石礫を裏込めとした石積みで、幅2m程 の通路

となり、入 口の堀の部分は土橋となっていた。

南面入口は、やや西寄 りながら中央部にある。そ こには土橋があって両袖の土塁面には、・

新 しい土留め石積みがあり、通路幅は約2.5m、 現住の高梨家や稲荷社などの入口として使

用されている。東面入 口もやや南寄 り、ほぼ中央部に開 口し土橋 となっている。明治9年

(1876)の 中野町の切図では、ここか ら山城に向かう道路が描かれている。

内郭部の広さは西辺60m、 北辺86m、 東辺78、 南辺86m、 面積は約6000㎡ である。東辺が

長く台形状を呈 し、東南部に庭園 ・稲荷社がある。この南側の土塁は鍵形となって、幅が3

mほ ど広が っている。

郭内中央北寄 りに高梨家の居宅があるが、現在は西側に移転す るため住宅新築中である。

一3一



その他の大部 分は畑地 となっているが 、作物 は麦類 ・大豆 の栽培か ら桑 園 ・りん ご園 ・アス

パ ラ栽培へ と変遷 している。

郭内は東北部 が最高所で 、標高385.6m、 西南部 が低 くて383.4m、 西南面に傾斜 して2.

2mの 高 低差 が ある。

第2節 保存の経過

1.尾 張高梨家 を迎 る

明治7年(1874)、 こ

の館跡 は、地 租改 正 にと

もな い官 有 地 と な るが 、

4普 代集落か らみた館跡

5高 梨政道書状(山 ノ内町 畔上大栄門氏所蔵)
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6中 野町切 図(明 治9年)



世話人と記されている。同年、これ らの人 々が愛知県から尾張藩士族(尾 張高梨家)の 高梨

政道氏を招請 した。 こうして慶長3年(1598)上 杉景勝 に従って会津へ去って以来、 館主

空白となっていたこの館跡に、高梨一一族の後えいが居住することになり、当主で4代 目となっ

ている。

2.新 たなる保存へ

市街化区域にありながらも、これまで高梨家の努力によって保存されてきた この館跡も・

このたび、故あつて一部を残 し中野市の管理するところとなった。永年護 られてきたこの史

跡をどのような形で保存 し活用すべきかの課題を負って、昭和61年(1986)秋 から試掘調査

を市教委の組織す る調査団によって開始され、以後毎年継続実施されてきている。

昭和62年 には、いままでの発掘調査の結果をとり入れて都市計画公園として整備する基本

計画を策定した。 こうして保存 ・保護を目的とした館跡公園と して、これか らは遺跡の発掘

調査の結果と調整をはかりなが ら、整備専門委員 ・県教委文化課 と協議のうえ、事業を進め

て行 くことになっている。
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第II章 高 梨 氏 の 歴 史 ,

第1節 高梨氏の盛衰

1.高 梨 氏の出身お よび同族

高梨 氏が史上 に現 われ るのは、平安 末期 である。寿永2年(1183)木 曽義仲に従 って いた

高梨高信 ・海野幸広 らは、備 中水 島で平重衡 軍 と戦 つて敗死 、翌年 、義仲四天王の一 人 とさ

れた高梨 忠直 も六条河原 で刑死 してい る。平安 末期 には、現在の須坂市か ら長野市にかけて

の地域 に武士団 として成長 していたようであ る。

この高梨氏の 出自については、今 の ところ定説が な く、(1)室町期にで きた'『尊卑分脈』 に

よれば、高梨氏は清和源氏の源頼季(頼 信の子)を 始祖 とす る井上氏(須 坂市井上)の 支族

で あるとい う。 そして高梨(須 坂市)を 苗字 の地 として、開発領主に成長 した もの、(2)越 後

地方か ら信濃川沿 いに さかのぼって高井郡に入 り、成長 した武士 団、(3)古代豪族 の阿部 氏が

奥羽地方へ遠征の後、小布施地方(上 高井郡)に 土着 し、後 に高梨氏 と称 したなど高梨氏の成

長過程 は今後の研究課題 であるが 、鎌倉時代 の高梨氏の所領 で確認 され るのは、東条荘山 田

郷駒場(高 山村)・ 北 高梨(小 布施町か)・ 林犀(不 明)・ 上浅野(豊 野町)・ 倉井(三 水

村)・ 小島郷(長 野市)な どであ る。南北朝期(14世 紀)に は、現在 の長野市 を中心 に して

小布施町 ・高山村(上 高井郡)・ 豊野町 ・三水村(上 水 内郡)の 地域 に領地 を持 ち活 躍 して

いるか ら・土着=の経緯は ともか くとして も、須坂市付近か ら発生 、長野市にか けた沖積地帯

を基 盤 として成長 した武士団であった と考 えられ る。

灘1・

羅 ・
とかか わ りを深 くす

る。

図3高 梨一族の所領概略(14～15世 紀は じめごろ)
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暦応元年(1338)高 梨経頼 ・経家は、 山田郷 小馬場村(前 出)の 田畠論争 を一族衆 中にて

裁定 を行 い、総領制的結合 の解体期にあた り一一族結合の再 編強化 を図っている。

この頃 の高梨氏 の本拠地は、小布施町付近 と推定 され、明徳3年(1393)の 高梨 氏の所領 書

き上 げに よれば 、南北朝の内乱以後 は、その勢力が、山ノ内(下 高井郡)・ 岳北(高 社 山以

北)に 及び、延文2年(1357)に は、高井郡吉 田郷(中 野市)を 取得 したの をは じめ 、応安

3年(1370)に は、同安 田郷(飯 山市)、 大蔵郷(同)を 取得 し、以前か ら領有 していた常

岩 中条 内小境郷(飯 山市)、 常岩北条戸狩郷(同)を 合せ て、岳北方面に所領 を拡 大 してい

る。

応永7年(1400)信 濃守護小笠 原長秀 の入部 をめ ぐって信濃 国全体 をまき込 み、長 野市篠

ノ井附近 を戦場 として争 った(大 塔 の合 戦)。 この とき反守護勢の中心に高梨軍 団が あ り、

その旗頭 として高梨薩摩守友尊(朝 高)が500余 騎 を従 えて いた。村上 氏に次 ぐ大勢力 であ り、

草間氏(中 野市)・木島氏(岳 北)も その傘下 として出陣 してい る。

宝徳元年(1449)に は高梨一族 の領主15人 が 、所領 の支配 をめ ぐって相互 の紛争 を未然に

阻止す るため 、農民対策 な どにつ いて10か 条の協定 を結び、同族連 合を図っている。本家 を

中心 としなが らも、分家が 自立化 を図 ってい る姿 である。 こののち戦 国時代に入 るころか ら、

後述す るよ うに、本家は分家や親類の領 主 を家 臣化 して権 力 を一手 に集中 し、戦 国領主 とし

て発展 してい くのであった。

2中 野地方への進 出、

寛正4年(1463)、 当時、信濃は信濃守護 と越後守護 とによ り分割支配 されてお り・北信
う まかみ しげうじ

濃 は越後 の上杉氏が支配 していた。上杉房定 の一族、上杉右馬頭が、鎌倉公方足利成氏側 の

高梨政高 ・村上氏 に対抗 して、新野氏(中 野市)・ 大熊氏(同)と 結んで・高梨氏 の本拠地

(小布施 町)近 くの高橋(中 野市西条 と新保 の中間)に 攻 めこんで合戦 となった。この とき・

上杉右馬頭 は高梨政高 に討 ち とられ、新野 ・大熊氏 も没落 して しまう。

こうして、高梨氏の勢力はます ます強大 とな り、かねてか ら足がか りのあった中野地方に、

さらに大 きな基盤 をつ くった。

北信濃 も応仁の乱(1467)前 後か ら、戦国乱世 の時代 となった。文明8年(1476)に は高

梨政盛が家督 を継 ぎ、同16年(1486)高 野 山参詣 で不在 中の高梨高朝(山 田高梨)の 山田城
け み

を攻めお とし、 高梨 治部少輔に高井郡江部村 を与え、明応6年(1497)に は、高井郡計見郷
よ まぜ

(木 島平村)の 地 を高梨高秀 に与 えて いる。同9年(1500)、 夜交景国に下 上条(山 ノ内町)・

西条 ・岩船 ・新野の高遠(以 上中野市)を 安堵 している。
いするぎ

この ように、高梨氏は中野 を中心 に勢 力圏を着々 と築 くが、 この頃、政盛は間山の石動の

館 か ら中野の館 に移 った とも伝 えられている。
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3.高 梨氏 の最盛 期

あ まみず

永正4年(1507)、 越後守護上杉房能 は、守護代長尾為 景 と戦 って敗れ、越後頚 城郡天水

で 自害す るが 、この とき政盛 は為景に加 勢 して出兵 した。

翌年7月 、関東管領上杉憲房 は、弟房 能の仇討 のため越後守護上杉定実 、長尾為景 を討 と
つ ま一り

うとして越後に侵 入、政盛 らは為景に加 担 し、志久 見口 ・白鳥 口(信 越 国境)か ら越後 妻張

庄(津 南町)に 攻め入 った。

同6月 、長 尾為景 の軍 は椎屋(柏 崎市)で 高梨勢 と合流 して上杉憲房軍 を破 り、憲房は関

東め ざして妻 有庄 に敗走 す る。これ を救 お うと顕定 は越後国府 を出発す るが 、長森 原(六 日
ごずてんのう

町)で 政盛 に討たれ敗死す る。 この とき、長森 原の牛頭天王社(祇 園社)に 戦勝 を祝 った故

事が、中野祇 園祭 の始 ま りと伝 えられている。 この よ うに、政高 ・政盛 の二 人は剛勇の将 と

して 、中野 を中心 に支配 を強化 した。

永正10年(1513)、 越後守護上杉定実や村上氏 を黒幕 として、中野 ・夜交 ・小 島氏な どの

反高梨党 が反乱をお こすが、重臣草 間氏 などの機先 を制 した動 きに よ り鎮圧 され た。これ に

よ り、長 い間中野 の地 を支配 して きた中野氏 は完全に没落 し、高梨氏が中野地域 を制圧 した

ようであ る。

4.高 梨氏 の落 日

てんぶん かつ らお

天文22年(1553)に は、村上義清の本城 、埴科郡葛尾城 が武 田氏の包囲網 のまえに 自落 、

村上氏 は高梨政頼 をた よって越後に亡命 した。武 田氏 は、村上氏 を追 って塩 田城(上 田市)

を 占領 し 、こ こを川 中島地方攻略 の拠点 とした。 こうして上杉氏の拠点、春 日山に近 い川中

島地 方は甲越争奪 の戦場 となつて きた。

同22年 には 、第1回 の川中島の戦いが行 われ、長尾氏 と武 田氏の兵が更級郡八 幡で戦 って

いる。 弘治元年(1555)、 中野の後背地 を領す る小島、夜交氏 なども武 田氏 の軍 門に くだ り、

この前後 、高梨政頼 も館 ・山城 をすて飯 山城 に退去 したとみ られ る。

川中島の主 な戦いは、前後5回 行われた と伝 え られ るが、いずれ も失地 回復 をめ ざす北 信濃

武士 を先頭に たてた戦 いで、永禄4年(1561)9月 には、八幡原で上杉 と武 田方が激戦 を展

開して いる。

こ うして、 越後に退 去 した高梨政頼 であるが信濃当時の高 い武門の家格に より、高梨 氏は

越後侍 として 村上 氏に次 ぐ、第3位 の高席次 として優遇 され るが、上杉氏にたい し臣下 の礼

をとる身分 になっ一て しま う。

これ よ り30年 ちか く信濃国は、武 田氏 による領 国支配が行われた。

天正4年(1576)11月 、政頼は没 した。同6年(1578)、 この頃、織田信長の勢 いはます

ます 強大 とな り、 同9年(1581)、 越中か ら越後に出陣 しよ うとして高梨喜三郎(政 頼長勇

か)に 協 力を求めたため 、喜三郎は景勝 に誌 され、 一 説には頼親が あ とを継いだ と考 え られ

ている。
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5.高 梨氏故郷へ帰 る

天正10年3月 、織 田勢は高遠城(伊 那郡)を 攻略 し、諏訪か ら甲斐 に攻め 入って、武 田勝
ながよし

頼は滅亡する。ついで川中島地方 も織田軍の先峰、森長可の 占領す る ところ とな るが、,6月 「本

能寺 の変」で・信長が滅びる と・長可は本 国の美確 をめ ざ して逃 げ帰った。 こζに川中島地

方(北 信4郡)は 上杉景勝 の領有に帰 し、高梨 氏は約30年 ぶ りに故郷 に帰住 した。 同18年 前

筏 安 源寺 館(中 野市)に いた頼親 は、先住の地、小館 を一族の菅小島氏か ら譲 りうけ、小

島氏 に同族紋幕 の使用 を許 している。

秀吉 は慶長3年(1598)1月 、越後 ・佐渡 と北信4郡 を支配 した上杉景勝 に会津(福 島県)

へ移 封 を命 じた・信 濃へ の還住 も約16年 に して、高梨氏 をは じめ北信 濃の諸氏 は、父祖伝来

の地 を遠 く去って行 った。

第2節 高梨氏と京文化

1.幕 府要 人 との交際

高梨政高は寛正6年(1465)、 室町幕府 の奉行 人伊勢 貞親 と交 際が あった とみ え、訴訟の

件 で馬を贈 って いる。政盛 も文明10年(1484)、 若王子社(京 都)の 仲介で 、貞親の執事 蜷

川親元に物 を贈 ってい る。

また文亀3年(1503)、 越後国の高梨刑部大輔政盛は 「古今集」書写の礼 として、当代一

流の学者三 条西実 隆に金子500疋(10疋 が1貫 文)を 送進 している。

2.連 歌 と宗祇 ・宗長の来館

連歌の宗 匠飯尾宗祇は実 隆 と親交があ り、その影響 をうけた政盛 も連歌に関心が あった。

宗祇 の高弟の柴屋軒宗長 は 文亀2年(1502)、 長尾家に滞在していた 病 身の宗祇 に同伴 し

て草津 に赴 くが 、その途中、あるいは高梨館 を訪れて旅の疲れ をいや したのでは なか ろ うか。

その後永正12年(1515)3月 か ら4月 にかけて、宗長 は村上氏の坂木(坂 城町)を 経て高梨

館 を訪 れ、和漢連 句 ・千句会 をおこなってい る。つ いで高梨氏の蔵王権現鎮守の寺(湯 田中)

に招 かれて、連 句をお こな っている。

3.三 条西実隆に学ぶ

地方豪族の 中央志 向は、乱世 とはいえ相当な もので、澄頼(政 盛か)は 永正16年(1519)

将軍義植 に馬2匹 を贈 ってい る。また大永3年(1523)に は、高梨 氏の家 人僧が実隆に金100

疋 を謝礼 、つ いで 『伊勢物語』の講談 に出席 し、翌 日の帰 国に際 して、記 念に扇面の和歌、

短冊 を贈 られている。
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4.宮 中への献金

高梨政頼 は天文13年(1544)、 禁裏(朝 廷)修 理料 として金5,000疋 を献 じ、従 四位上に
りん じ

叙せ られて いる。後奈良天皇の献金勧奨 につ いての倫 旨案は次の とお りである。

勧修寺 入道大納 言(藤 原 尚顕、栄 空)為 二御使一被二 差下一候 、禁 中御修理事 、存二 別忠一

申付候者 、可 レ為二神妙一之 申、天気所候也 、イ乃執達如レ件、四月甘 日(天 文13年)石 中辮

晴秀(蔵 人菊亭 藤原)信 濃国高梨殿

5.石 山本 願寺 を訪 れ る

年 次は明 らかでないが、高梨政頼は、飛鳥井雅教 の門弟 とな り、蹴鞠(け ま り)の 葛袴(

くずばか ま)鴨 沓(か も ぐつ)の 使用 を許 されている。

.天文22年(1553)、 政頼は岩井氏 をつれて石 山(大 阪)本 願寺 に先教上 人(謹 如)を 訪 れて

いる。

『言登如上 人 日記』抄

(政 頼)巡 見 のつ いでに礼(ご 機嫌伺 い)に 参 るとのこ とで対面 した。高梨 は太刀 と金子1

,000疋 持 ち来 り、同姓岩井 民部大輔 は太刀 と金子100疋 を持参 した。そこで酒一献 と湯漬 を

接待 した。 その法式 は高梨 方か ら前 もって 自国流でお願 いしたい と申 し入れて きて いた。初

献 のお盃 は両度予(言 登如)が 飲む。この時高梨がお酌 をす る。その後で、高梨、 また予 であ

った。 この時敷居 内へ岩井 を呼び よせ 、また小間間頼賢(し もつ まよ りす け)を 相伴に敷居

の内へ呼 び こんで盃 をすすめ る。次 に二献 、湯漬(七 与 引汁二膳三)と な り一礼 し、上人の

酌 で高梨初 めて さす 。次 に上人飲む。次 に岩井 ・頼資、また高梨 また頼 資、また岩井 ・源二

また高梨(こ の時茶子 を出す)、 筑後 、また岩井房 二郎 で飲み納め とな る。若党共は十 余 人

綱所にて肴 で盃 をかわす 。(中 略)そ のあ と政頼 らは奥 の間で寝殿 を見物 、さらに裏庭 を一

見す る。」とあ る。 ちなみに、当時の本願寺 は要塞化 した巨大 な寺 内町 として発展 していた。

の ちに大阪城 が ここにつ くられ る。
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第Ⅲ章 高梨氏館跡の発掘調査の概要

第1節 遺 構

当初か ら復 元整備 を図 ることを目的 としていたため、内郭部 をA・B・C・Dの4調 査 区

に設定 し、第1遺 構面 まで掘 り下 げ調査 を行 って いる。

1.建 物

建物全体の配置状況は、調査年次中途 とい うことと、 中央部に居宅が現存す るため把握 さ

れていないが 、礎石の方向や層位 によって、2時 期 の存在が確認 されている。 しか し今後の

検討 によっては、 それ以上 の可能性 を考 慮 しなければな らないか もしれない。

礎石は火熱 を うけている もの と、いないもの との2種 類が あ り、残存状態 もこれ までの調査

範囲 では、かな らず し

も良好 とは いえない。

西側のC・D区 にわた

って東西25m、 南北50

mに 礎石 の見 られない

空 白な地 区が存在す る

が、それ以 東に礎石群

が検出 されている。

したがって主要 な建

物は、中央部 に存在 し

た らしく、高梨家新築

工事 のため 、昭和63年

度調査 したC区 の中央

7調 査風景

南 にお いて・柱穴な どを検出 した。 しか し遺構 が深 いため、館 の築造時期 にはなお検討が必

要 である。 この東側で も礎石群 を検 出 したが 、その束は居宅が あ り未調査で、主 殿部 の建 物
」

の様式 ・配置は確認 されていない。

倉庫は郭内の東北 のB区 に存在 したらし く、ここか ら多量の炭化 した米 ・大麦 ・豆類な ど

が 出土 、火熱 をうけた床面 も検 出され た。

建物跡内には 河原石 を並べ た水路がみ られ、水溜跡 も5か 所確認 された。
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8焼 けた礎石9礎 石

10館 跡 中央部の礎石群11C地 区の礎石

o礎 石 は、配列の方向や火熱 を うけてい るもの、そ うで ない ものなYa

から見 ると、2時 期以上の建 てかえが考 えられ る。
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2.庭 園

庭石 が残存 していた庭 園は、郭内A区 東南部 にあって360m2程 を占地す るが 、その うち池の

面積 は約90m2程 である。

庭石 の多 くは、明治に なってか ら館 外に運 び去 られた と伝 えられ、 また高梨政道歌碑の 台

石 に も使 用 されたため、大 きな もの としては中央南側 にある 「立石」(高 さ約2m幅1.7m)

と、伝 え落 ちの上 にある3個 の組石が残 ってい る。 あ とは池の汀線の石組み と残存す る副 え

石 によ り、石組みの配 列 が推定 され る。

池の護岸 は直径50～70cmの 河 原右 を用 い、要 所に山石 を配 して 「亀形」 の複雑 な汀線 を構

成 して いる。浅 い池 と推 定され るが 、掘 り下げてないので、深 さは確 認で きない。

池 の周辺 には回遊の園路が設け られて いた ようで、河原石 を並べて縁石 とし、水路 に も釜
いし

石がみ られ た。

池の配水 は東北方か ら溝で導 入 し、池の東で水溜め を設けて水位 を調整 、石組みの外側に

水路 をめ ぐらせ、石 組の間か ら水 を落 とさせ てい る。このほか、「中島」 と考 えられ る石 組 も

あ り、優 雅 な感 じをたたえている。

平成元年度(1989)の 南 面入口部の調査 では、築地塀に続 く石組 とヒョウタン形 とも思 える

池が 出現 した。長径6.2m、 短径2mの 小 さな池で、石組が袖 に残 ってお り、池は深 く埋 没 し

て いた。 このため、前述 の庭 園よ り古 い時期の遺構 と推定 され る。

12西 方か らみた庭 園の全景
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1
6

.

図5庭 園実測図



じ

13掘 調査前 の庭 園

14池 の景石

O池 の要所 に配 された石 、

上 に亀 が乗 ってい るよ う

に も見 え る。
15池 の南側に立つ大 きな立石

17一



16滝 口付近 の石組み

17池 の 南側 部 分
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18東 側か らみた庭園

o池 の部分 に高梨政道歌碑 があ るため 、池のか たち、築かれた時期 なとは、

今後 の調査 が期待 され る。

19庭 園東の水溜 跡
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図6南 面入口調査区実測図

Oこ こは従来 か ら大手門のあった所 と考 えられ て きた。 しか し調査

の結果 では門の遺構 は検出 されず、 小 さい池があった。 したが

って・築地塀 のあった時期 に小規 模 な入0が あ った ことが想定 され

るに ととまっている・今後 の課題ltd'ろ う。

一20一



3.入 り ロ ・門

つめ じろ

入口 と推定 され る4か 所の うち、背後の詰城(山 城)に 通 じる東の通路は未調査 であるが、

南 と西の2つ の通路 は平成元年度 に調査 した。

〔南面入 ロ〕

南 面入 口は、築地塀 の存在 した時期 には小 さい通路が あった可能性 もあるが 、土塁が大規模

に築造 された時期 としての入 口は確認 できなかった。

20発 掘調査前 の南面入 口

〔西面北入 口〕

西面北入口の土塁北側には、前項 で述べ たよ うな石積 みがあって、裏 に 多量 の石礫が積 ま

れていた。 この奥 と南側の両 袖に、高 さ約1mの 土塁土留めの石積 みが廃絶時 のまま残存 し・

一部は
、転落 していた。入 口の幅 は3.5m程 で、内部はやや拡大 してお り、その中に門の礎石

が 、 土塁の外郭 線に合 わせて据 えられていた。 外側の2個 の礎石面径は50×80cmで 、内側
や くら

の2個 の礎石 は これよ り小 さ く35×45cm程 度 で、高麗門 ・薬医門か櫓 門な どのよ うな門があ

ったのでは ないか と考えられている。門の幅から考えると、あるいは脇門なのかもしれない。

この門の周囲か らぽ鍵い・鉄釘 ・炭化材 、壁土の焼けたものな ど検 出され、礎石 の周囲の積

み石 も火熱 で剥離 した部分が見 られ た。
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21西 面北 入口の門の礎石

図7西 面北入 口実 測図

冊



122西 面北

入口南側

の石積 み

<・23同 入口北

側 の石積み

レ24同 入 口北側

の石積 みの崩

落状況 。南側

もこの ように

崩れ ていた。

23一



この両袖 の石積みは、野石乱積 みである。門の南側の礎石 の部 分は、門の幅 に合 わせ て内

側 は二重 の石積み になって いるが、 この部分 は ほぼ整層積 みの技法 となってい る。

ここの土橋 は、現在幅2m程 であるが 、 もとは門の幅に合 わせ ていた らしく、南側 の下半

部 に野石積み を残 して いる。その上半部 と北側 は後世 の もので、落 し積み の手法 で積 まれ 、
のりめん

南側 の空堀 りの土塁の下部法面に も、 この手法 の石積みが残ってい る。

この土橋の南 と北の堀の深 さは1m以 上 の落差があ る。北側 の堀の調査結果では 、堀底の

部分 に20～30cmの 山土の粘 土 を敷 いてある ところもあ り、これ によ り館の北の堀には、わず

かなが ら水 が溜 っていた訂能性があ る。

o西 面北入ロの写真21～27

の部分 は、門焼 失後の廃

絶 の姿 を残 していた。両

側の石積 み も崩れ たまま

で あった。門の部分 か ら

焼 けた壁土 が検 出 され て

い るので、門 には壁が塗

られ ていた と推定 され る。

土橋の部分 には後世 の石

積 みが残 されてい る。

25北 面北門礎石上の炭化物

26同 五輪塔 の空輪部分出土状況(北 側石積 み)
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〔西面南入 ロ〕

平成元年度(1989)の 事業で行 ってい る、高梨館跡の整備事業 の実施 に伴 って、3月 南面

入 口西方内側 と、同内側の土塁整備 を行 った ところ、 土塁裾部 に石積 みが露:出したため、調

査 区を限定 して緊急発掘 を3日 間実施 した。

まず、南面入 口西方 内側の土塁裾部(調 査幅4m)の 石積 みの石は、他 の館 内の石積 み の

石 よ り大 きく、河原石 の中に山石(箱 山方面の石)が2個 あ り、大 きい方は80cm角 の大 きさ

であった』
は がた け

つ ぎの調査地点の 入 口部分 は他 よ りも土塁がやや低 く、外側の空堀 り内に 「羽片家」・と不

動堂 が存在 している。

この調査結果 は、内側 よ り見 て左側(調 査幅約3m)の 入 口南の石積 みは直角 をなし、検

出 した石積み は2段 で、上段 に箱 山産の石(幅95cm・ 高 さ50cm)を 据 えていた。

西面南の入口南側の調査幅は5.7m、 その東角か ら約3mに 石積 みが残 り、その奥 に縁石 の

よ うな石 が3個 並ん でいた。 この石積 みの線か ら95cm内 側 に排水溝(幅15cm)が 平行 し、西

側にわずかに傾斜 して いた。

図8西 面南入口実測図
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北側 の石積みは4個 のみ残存 し、北東方向に弧 を描 いて配列 されて いた。最大の ものは幅

110cm、高 さ45cmで あるが、一部抜 き去 られていた。 この西側に も縁石 が4個 並 んでいて、鉄

釘 ・炭 片などが検 出 された。この南 と北の石積 み間の幅 は4.5mあ った。「高梨文書」に出て

くる 「大門の次第の事」 の冠木 門の幅1丈3尺 が 、内側 に造れ る広 さをもっている。い まの

ところ大門の推定地 として有力視 され、今後の課題 となろ う。

この北側 の石積 みか ら2.4m北 に、平行 して大 きい暗渠(幅75cm・ 高さ.60cm)が 設け られ、

土塁裾部の石積み と連結 して いた。なお、堀 には土盛 り遺構 がな く、木橋だ った可能性があ

る。今回の調査 は、将来の整備計画の参考 とす る目的 もあ り、その主 旨にそって無理 な拡大

調査 を行 なわない方針の もとに、市有地外 に13以 上 の調査 に必要 な面積 を残 している。 この

調査 に よって、西面北入 口門 とともに、戦国時代 の高梨 氏館 は、山城 を背に した西が正面の

大手であった可能性が強 まった。 したが って、 この入口の南側の土塁角には防備⊥ 、櫓1が 設

け られ 、南西 内側の土塁裾石積 み も見栄 えのす る、大 きな石が使用 され ていたもの とみ られ る。

前面の町場は横 通 り(谷 街道)が 主幹街路 と推測 され るの で 、中世高梨城下町 の景観 ともか

かわる発見であった と考え られる。

28西 面 南 入 口全 景
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29西 面南入 口内側 の南袖石

o門 の袖石 も大 き く、

東方へ続 く土塁裾の

石積みの石 も大 きい。

大門 として積 まれ て
i

いた可能性 があ る。

30同 入口の北袖石 と暗渠

31同 入 口の南土塁内側 の裾石積 み

一27一



Oこ この石積 み は、残存状 』

況 はあま りよ くない。 し

か し使われ てい る石 が大

きいこ とや、入0の 幅か

ら見 て、 ここが正門 とし

て使 われ ていた時期があ

った と考 えられ る。

32西 面 南入 口南

側 の石積 み ・排

水路

レ33同 入 口北側 の石積 み

4.築 地 塀

南面入 口の土塁断面 は、調査に よると基底幅(敷)は 約9mあ り、その中央 に築地塀の跡

が発 見され た。

.ここの地層 は、下か ら砂 利混合土 ・ 黄色土 ・黒色土な どが 自然堆積 し、それ よ り上は 人

為層である。 ここか らは中世 土器 片が 多量に見 られ、土器片 ・古銭(嘉 祐元宝 ・景徳元宝)・

炭 などを含む鍵 層 を検 出 した。 この鍵層は鉄 分の沈着 した旧堆 積土 で ・5～10cmの 厚 さ となっ

ている。

鍵層は南側か ら築地下部 で断絶 していた。 この上 層か らも土器片が検 出されてい る・この

面上 に築地塀が築造 され、基底幅で1.3m、 高 さ2.2mが 残 り、外面はほぼ垂直で、内面 はや

や法 面が あ り、天端は崩れている。

山土の粘土 を多量 に混ぜ て版築 し、礫 をわずか混入 して築造 されている。築地の下か ら土

留めの石列 があ るこ とも確認 されている。
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南側に幅1.lmの 水平面が見 られ 、犬走 りと推定 され るが、続 きはゆるい傾斜 をな し、堀

面 で終 っている。築地の築造時期 には、現在 見 られ るよ うな空掘 はなか った可能性が 強い。

また、築地の南壁下 には、築造 時の遺構 として深 さ50cmの 柵の柱 穴が確認 され 、土器 片が混

入、 その他5か 所の柱穴 も検 出され た。

左右の築地塀の北壁には漆喰か 白土が塗 られ ているが 、現在の通路敷(1.5m)を 除 いた地 面

に も漆喰が確認 され ている。 したが って築造時期には屋根があった と推定 され る。 この壁面

か ら前述 の石組 ・池が連 っていた。

このよ うに築地塀が あった時期 には、この調査地点に、小 入口な どが あった可能性 もある。

しか し築地塀 の存続期間には築地塀が どの よ うな形で、 どこまで延長 されていたのか 、未調

査 のため不 明であるが 、今 後の調査 に期待 され る。

34南 面入 口東側 の土塁断面

35漆 喰?の あ と

o中 央 にあるのが築地塀で、幅1 .2m、 高 さ2.2mで

ある。築地塀 の下に5～10cmの 厚 さの泥土(鉄 分

沈着)・ 炭 、中世土師器片が多量に、 また北宋銭

の景徳元宝(初 鋳年1050)が2枚 、嘉祐元宝(

同1057)、 煕寧元通(同1068)が 各1枚 検出 され

た。 ただ し火焼で錺 び、文字不鮮明であ る。 これ

は年代の手がか りとなる 「鍵層」であ る。
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南面入 口東土塁の層序

1表 土

II第2層 砂礫層

III第3層 腐蝕砂土:茶褐色土
N第4層 砂礫層

V第5層 黒色、黄色土

VI第6層 砂礫層
田 第7層 黒黄色土

皿 第8層 灰褐色土
D(第9層 黒色土

X第10層 黄色土

)σ 第11層地山砂礫層
皿 茶褐色土

皿 黒 色 土

型 黄色砂層
囮 灰褐色土

】m黄 色 土

図9南 面入口の東側土塁断面図

西側 には土 留め石

が2列 並 び、 漆喰

の残 る築地塀が あ り、

築地塀 と同時期 と推

定 される小 池の配石

が西東に接続 してい

た。黒土の中に 黄色

土 、石 の埋 まった柱

穴 も存在 し、東側 に

続 いていた。

36南 面 入口西側 の土塁
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O南 面入0内 部に小 さ

な地が現れ、配石 は

築池に続 いていた。

北側 に は礎石 が続 く

が、 この礎石群 には

高低差 、方向 からみ

て2つ の時期が存在

す る。

37南 方か らみた南面 入口の小 さな池

38同 西側の柱穴跡 39鍵 層の古銭出土状況

表1〔 古銭一覧表〕

銭名
1開 元通宝

2煕 寧元宝

3嘉 祐元宝

4・6景徳元宝

5煕 寧元宝

7景 徳元宝

初 鋳 年
唐
621

北 宗(隷 書)
1068

同
1057

同
1005

同
1068

同(京 銭)
1004

出土地
北面土塁南

同所堀層

南面入口池端

11

11

南面入口池端

図10古 銭拓影図
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5.堀

堀 につ いては平成元年度 に3か 所 を掘 削 し調査 した。 いずれの地 点 も江戸後期 までは、か

な り旧状 を保 っていた らしいが 、その後急速に埋 られていた。南面の調査点では、表層、石

炭 ガラ層が約0.5m、 石礫 に近世 の陶器 ・瓦 片の混 った層が1.4mあ る。 それ以下 は中世の 層

が0.8m堆 積 して いて、 それ とその底部か ら珠洲窯系 ・常 滑窯系の陶器 、輸 入青磁片 など と、

中世 土器片が検 出されて いる。

堀 の断面 はV字 形 で薬研堀の形 を示 している。底の部 分か ら高 さ!mあ た りまで、厚 さ10cm

の黄色粘土が張 られ たよ うになっているが 、これ は漏水防止でな く、砂礫土 のため崩落防止

の措置か とみ られ、空掘 であった と考え られる。

この堀底 まで土塁上か ら7.4mの 落差が あ り、戦国時代 の構 えのきび しさを表わ してい る。

堀 の幅約8.5m、 南の平面か らの深 さは約3mで ある。

北面 の調査地点の堀 は、表 層か ら堆積黒土層が1.5m、 黄色粘 土層が0.7mで 、外側 に広

が っていたが 、道路 と宅地 に遮 ちれ て調査 はで きなかった。嘉 永年 間に開かれた諏訪町の屋

敷割以後 、狭め られた らし く、復元すれば堀 幅は7m前 後 とみ られ る。土塁上か ら堀底 まで

は4.25mの 落差で、断面は現段 階ではU字 形の ようであるが定かでない。

40東 面 の土 塁 と堀 跡

ニー32一



41発 掘調査前の北面土塁と堀

42発 掘調査後 の北面堀 の断面図
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レ43西 面北 入 口

の土橋北側 の堀
すみやぐら

跡 と土塁(隅 櫓

跡)

▼44同 入 口南側

の空堀の石積み

o中 段以下 が中

世 の石積 み と

み られ る

○この堀 も近世末期頃か ら急

速 に埋め られ たよ うであ り、

石礫のみ られ ない部分か ら

下層 が中世 の埋没層 となっ

てい る。9

45南 面入 口東側の空堀断面
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西面 の調査地点 では、堀 幅約8m、 土塁上か ら堀底 まで4.6mで ある。 ここは中世 層 も石

で埋 ってい るが、あ るいは土塁 の外法の石積 みが崩落 した ためか もしれ ない。落 し積 みの石

積み につ いては、前に述べ たとお りである。土橋の北側の堀 とは1m以 上の差が あって深 く、

底はU字 形 を呈 してい るかの よ うであ る。

この入口の通路面か ら両側に犬走 りの石積みが残 って いるが、中世 までさかのぼ るか 定か

でない。

6.土 塁

北面 と南面 の土塁の構造 を調べ るため、平成元年度部分調査 を行 なった・

北面の調査前の土塁は、内側は傾斜がゆるやかであるが、外側は急であった。 しかし調査 してみ

る と、基底幅 、(敷)7.5m、 内側 の旧地表面か らの高 さは約3.9mで あった。.途中1.5m上 った

位 置に幅1m程 の武者走 りと思われ る段が設 け られてお り、高さ70cm程 の石積 み をめ ぐら・し

てい る。 この位 置か ら下方 に中世の土師器 の皿 ・耳皿 ・灯芯押えな どの灯明皿が ・炭 と混 っ

て 多量に検出 された。

すみやぐら

46隅 櫓 が あ った とみ られ る西 北 の土 塁
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47西 面北入 口の土塁内側 の石積み

48北 面土塁西側断面
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49北 面土塁南内側の調査地点

50同 中段の石積 みと武者走 り
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土塁の断面は、底辺(敷)の 外側(外 敷)か ら全幅の23を 基底 として、高 さ約1.2mに 砂利

層 と土層が交互に7層 序 を数 え、これ をたた き締めに して築造 され ていた。 これは 、わが国

の盛土古墳 の築造 以来の伝統 的な古 い手法であ る。その他13の 内法の部分 と頂点(摺)ま で

の1・3mは 、土砂混合 した土層 で、2回 の築造時期が考 え られる。 なお、 この外法には犬走 り

は確認 されなか った。

従来、大手(大 門)と 考 えられて きた南面 入口の土塁断面の築地塀 の両側 の部分 は、砂利

と土の互層 を もって築造 されて いる。北面 の土塁の下部構造 と同様 に、上層 と両側の法面(

最 大厚 さ1m)は 、扇状地特有の砂利層か らな ってお り、空堀 の部分の砂利 をか き上げてで

きている。 この南面入 口では、3時 期 にわた り擁護壁の普 請が行れ たこ とにな ろ う。

東面の土塁は まだ断面調査 を行 って いないが、前に述べ た、米 などの貯蔵 庫の礎石 が土塁

際 まで残 って いる。そのため土塁 の内側は、河原石 に よる野石乱積 み手法 の法 面がない、高

さ1.5m程 の石積 み となっている。石積 みは焼けた敷地面か ら積 まれていて、東面 入口か ら

北東隅 までの範囲にわたる と推定 され る。

この調査地点での土塁 の高 さは、現在、内側か ら2.2mで 、石積 みの上層 は砂利層 であった。

土塁の外法面は45度 前後 で、下部は薬研堀 になってお り、土塁上か ら現状の堀底 までは4m

強の比高差 がある。

O石 積 みの根元 まで

焼土がみ られ、こ

の南西部か ら、焼

米 なとが多量に検

出 され た。 51東 面の土塁内側の石積 み
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7.そ の他の遺構

52B地 区の水溜跡(手 前A、 奥がB) 53水 溜跡Aの 遺物 出土状況

○水溜の底 から、中

世土師器3、 銅鏡

1個 が出土、銅鏡

の 中には、黒漆塗

りの木製椀の残欠

が2個 分重な って

いた。 →

54水 溜跡Aの 断面
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55水 溜跡A出 土遺物 左:佐 波理鏡 、右 杯

56 中央部北 (B地 区)の 雨落 ち遺構 と水路
57中 央部北(B地 区)

の水路 の敷石

(58井 戸北側 の水路
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o右 上に池のあ と、

建物の礎石 には

2つ の時期 がみ

られ る

59南 面入 口内部 の礎石

60館 内中央東の試掘抗(か な り複雑 な状況 を示 している)
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図11館 跡 と遺;構の実測図(昭 和63年 度調査 まで)
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第2節 遺物

館が市街地 に囲 まれているこ とと、現に居住 者がいるこ とか ら、近現代 の陶磁 器 をぽ じめ 、

多 くの廃棄物や遺失物 が出土す る。 しか しここではそれ にふれず、中世 に限って述べ る。

.1.土 器 類

中世 土師器 は郭 内の各所か ら広 く出土す るが 、多量に検 出され るのは建物跡か らで ある。

とくに集中的に破砕 あるいは完形で検 出 される地点があ ることは、注意 を要す る。北面の土

塁内側の集 中地 点につ いては前に述べ たが 、東面の入 口と考 え られ ている通路の内側 には、

7m2ほ どにわたって 、炭にな どに混 じって灯 明皿 の類が 出土 してい る。

また、水溜跡 の深 さ1m余 りか ら出土 した杯3個 、佐波理鏡1個 と、これに重 なっていた

木椀残欠が注 目される。 この杯は、土器 の中では古相 を示 している。 これ らを含め館 内その

他 か らの出土 品は 、瓦質土器 ・羽 口 ・内耳土器や 、建物跡か ら出 る焼けた壁土の塊 などであ

る。

61出 土 遺 物(灯 明皿)
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レ62東 面

入口内側

の中世土

師器の集

中出土状

況

レ63北 面

土塁裾部

の中世土

師器集中

出土状況

2.陶 器 類

館跡内か ら出土す る青磁 ・染付 などの輸入陶磁器は、建物 跡を中心 に出土す るが、 これま

での調査 では細片 となって出土す る例が 多い。青磁 ・染付類 は、市内の小 曽崖城 跡か らの出

土品に比べ ると新 しい。下水 内郡豊 田村の替佐城 跡出土 品(未 発表)は 、上田市塩 田城跡出
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土品 とほぼ同時期 と推定 される。小 曽崖城 跡の ものが14世 紀か ら15世 紀後半にかけての陶磁

器で あると見 られ、替佐城 ・塩 田城 の ものは16世 紀 を中心 となっている。高梨 氏館跡 の場合 は、

小曽崖城跡 の出土 品に続 く15～16世 紀の移 入陶器が 多い と推定 され る。

その他 、越前窯 系の陶器片 ・瀬戸窯系の天 目茶鏡の破片や、珠 洲窯 系の須 恵質 陶器 片が 出

土す るが、後者 は先 の3城 跡 で も出土 している。

ついで江戸初期 頃 と思 われ る国産 陶磁器 が、建物跡以外の所か ら出土 している。

64B地 区常滑窯系陶磁器の出土状況
65B地 区古銭 出土状況

3.そ の 他

〔銅 製 品〕

前に述べ た水溜跡か ら出土 した佐波理鏡 は、直径15cm、 高 さ5.3cm 、器厚1.8mmで 、口縁は

内側に肥厚 して いる。

釣針は長 さ5・Ocm、 直径2mm強 で、かえ しは見 られない。

銭貨は館内全般 か ら出土す るが、建物跡か らの出土物には融着 した もの も見 られ、点数 も

多い。その他 、前 に述べた南入口の鍵層か らの出土銭が注 目され る。

出土銭種 は、開元通宝(唐)・ 皇栄通宝 ・煕 寧元宝 ・至道元宝 ・元豊通宝 ・元符通宝など、

北宗銭が 多い。 また下限 を示す、洪武通 宝(洪 武元年 、1368)・ 永楽通宝(永 楽6年 、1408)

●宣徳通宝(宣 徳8年 ・1433)な どの明銭 も出土 して いる
。 もちろん寛永 通宝 も多数 出土 し

ている。

一45一



〔鉄 製 品〕

かすがい

釘 ・斧頭が 出土 し、鑓 が西面北入 口の門跡 か ら出土 して いる。

〔石 製 品〕

硯 ・砥石 ・水鉢や五輪塔の空の部分 が、西面北入 口の北側 の石積 みか ら出土 し、地輪が庭園

東の水路に並べ られている。 その他、石 臼の破片 などが各所か ら出土 している。以上の出土

遺物 を概 観す ると、南北朝時代(14世 紀)か ら戦 国時代末期(16世 紀 中葉)ま での、200余年

にわたって いる。 これ と館 の存続 ・変遷 とを関連づけ る編年 作業 、お よび歴 史的視野にた っ

た考察が今後の課題 とな る。

表2〔 館跡出土遺物表〕

○鉄製器
かすかい てっさい

釘 ・斧 ・鑓 ・鉄 津

○銅 製 品

さは りわん

佐 波理 鏡 ⑳ ・古銭 ・釣 針

㈲

○土 器

杯(24・26・27)・ 灯 明皿(1

～23)・ 耳 皿 ㈱ ・灯芯 押

え ・瓦器 ・内耳 土 器 ・羽

口

○陶磁 器

かめ

珠州 窯 系甕 ・青磁 ・染付
かめ

白磁 ・越前系甕 ・瀬戸 窯系

天 目茶椀 ・その他 陶磁器

○石 製品

五輪塔 ・水鉢 ・石臼 ・硯

○木製品

椀残 欠

○植物遺物

米 ・大麦 ・小麦 ・大豆 ・木

材の炭化物

○その他 壁土 の焼けた もの

66銅 製 の釣針
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第W章 史跡の保存 と活用

第1節 公園整備の基本方針と専門委員

高速交通 時代 を迎 え、都市化、市街 地化 の進展が予想 され る当市に とって、居住環境 の整

備が必要 となっている。

そこで、誰で も気軽 に利用 で きる憩いの場 としての公 園、緑地の整備が望 まれ てい る。

このたび、高梨 家か ら中野市が一部 を譲 り受 けて、都市公園 として市民 に開放す る整備計

画 を策定 した。

この公 園整備に あたって、あ らか じめ発掘調査 をおこない、 また、奈良国立文化財研究所 、

建 設省等 の専 門家並びに地元研究者 を高梨館 跡公 園整備専 門委員に委嘱 し、これ らの方 のご

意見を聞 き進 めてい る。

整備 の基本

① 歴史的雰 囲気 を大切 にす る。

② 県指定 史跡 を尊重 し、埋蔵 している遺跡の調査 、保護 を優先す る。

③ 近隣住 民の 日常生活 に溶け込 み、気軽に利用で きる憩いの場 とす る。

これに基づ き、平成元年度か ら着手 し、第1次 整備計画 では1.2haを 平成5年 度完成 を目途
'
に進め、その後ひ きつづ き第2次 整備 を行 ない、1.4haの 都市公 園 とす る。

中野市高梨館跡公園整備専門委員名簿(
2年3月 現在)

委 員 名 役:職 名

学

識

経

験

者

宮 本 長二郎
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所
埋蔵文化 財 セ ンター建 造物研 究室長

田 中 哲 雄 文化庁文化財保護部記念物課主任調査官

前 田 一博 公 害防止事業 団工務部 工務 第3課 長
,

亀 山 章 信 州 大 学 農 学 部 教 授

金 井 汲 次
市 文 化 財 保 護 審q会 会 長
高 梨 氏 城 跡 発 掘 調 査 団 団 長

金 井 喜久一郎
県 史 協 議 委 員
高 梨 氏 城 跡 発 掘 調 査 団 顧 問

湯 本 軍 一
県 史(中 世 担 当)編 さ ん 委 員
高 梨 氏 城 跡 発 掘 調 査 団 顧 問

行
政
関
係

内 田 雄 治 県 教 育 委 貝 会 文 化 課 長

岡 庭 正 典 県 土 木 部 都 市 計 画 課 長

飯 島 平 中 野 建 設 事 務 所 長
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第2節 公園工事計画

中野市都市計画公園工事施工計画図
長野県知事決定3・3・2号

高梨館公園

凡 例
A 高梨館(休 息・研修)

B 池(復元)

c 多目的広場
D 芝生の広場
E 水路の跡
F 建物の跡
G 和風庭園
H 土塁上の散策路
1 大 路
J 散歩道
K 眺め場所とベンチ

L 空掘(湿 生殖物)

M 正面入口広場

N 除外広場く高梨家住居)'

0 便 所
P 駐車場

Q 井 戸

一49一



第V章 高梨氏と中野地方に関する略年表

平 安 末 期

1170嘉 応2

1181養 和 元

1184元 暦 元

1189文 治5

1192建 久3

1201健 仁元

1239延 応元

1249建 長 元

鎌 倉 末 期

1329元 徳 元

1337建 武4

1338暦 応元

1345貞 和 元

13473

1352正 平7

135712

1360延 文5

1384至 徳 元

1392明 徳3

1396応 永3

14007

1440永 旱12

12世 紀前半成立の 「今昔 物語」 に、如法寺薬蓮の説話 が載ってい る。

藤原助弘 、中野郷西 条下 司職 に補せ られ る。

4月 、笠 原頼直勘解 由判官 に任ぜ られ る。頼 直、越後 の城資職の軍 に属 し、

また高梨 らの信 濃武士 、義仲 に属 して千曲清 原に戦 う。

正 月、義仲粟津野 に敗死。高梨忠直 ら相つ いで討死。
み ま き

2月 、尾藤太知宣、中野御牧 等 を安堵 されん ことを頼朝 に請 う。

7月 、頼朝奥州 に進発 し、中野助光 ・能成 ・尾藤太知 平 らこれに従 う。

頼朝 、藤原助 弘を中野郷西条 ・志 久見山の地頭職 に補す 。

7月 、頼朝征夷大将軍 とな る。

9月 、中野能成、将軍頼家の遊興 をいさめ る。

5月 、笠 原貞範、南笠 原内田上 を知行。

12月 、中野能成、中野 及び志 久見の地頭職 を二 男忠能にゆず る。

常楽寺所蔵の観音像成 る。(銅 造 り)

2月 、大徳寺 の妙超 、慧玄(関 山国師)に 関山の号 を与 える。

4月 、高梨経頼 ・中野家氏 ら越後に、新 田義 貞の党 と戦 う。

高梨氏 の惣領経頼、 山田郷 小馬場村 におけ る一族 の田畠論争 を、一族 衆仲裁

判にて決す。(高 梨氏武家方に属 し、宮方 と戦 う)

11月 、足利尊氏、岡本良円に中野郷内の中野尾藤太跡地頭職 を宛行 う。

11月 、足利直義、 中野一族に対 し吉野退治 に参ずべ きを伝 える。

2月 、高梨経頼、北笠 原上 条郷内夜交村 を宛行わ れる。

10月 、高梨永高、(下)高 井郡吉 田郷 を拝領。

12月 、妙心寺 開山慧玄(関 山)寂 す。84才 。慧玄は高梨氏の出身。

8月 、 これ より前 、鈍夫全快 、上 条に高梨 氏 の善 応寺 を開 く。8月14日 寂す。

法嗣全俊は高井郡の 人とい う。

3月 、高梨朝高 、安 田郷 等 など所得 の安堵 を幕府に請 う。高梨 氏一 族の所領

を詳細 に記 しているが、中野地方 は少ない。

4月 、中野如法寺の石造 宝筐 印塔 成 る。
くぬ ぎはら

9月 ・村上満信 ら守 護小笠 原に抗 して挙 兵す る。高梨友尊(朝 高)嫡 子樟原次郎

・次男上 条介四郎江部 ・草 問 ・木嶋 ・吉 田な どの一族 ・家臣500余 騎
、これに

加 わ り、千曲川等 にお いて奮戦す る。

9月 、笠原本誓寺七世性川頁寂 す。59才 。これ よ り前 、本誓寺は関東布 川か ら笠
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1448

1449

1456

文安5

宝徳元

康正2

1461寛 正2

14634

1465 6

1467応 仁 元

1469文 明3

14768

148416

1500明 応9

1503文 亀3

1507永 正4

1510

1512

1513

7

9

10

151512

1524大 永4

1544天 文13

155019

1552 21

原へ移 る。(蓮如、本誓寺 の寺 号 を与える)
み さ や まとうや く

7月 、高梨本郷(代 官江部高秀)な ど、諏訪上社御射 山頭役 をつ とめ る。

8月 、高梨道高 ら一 族の規式 を定 める。

4月 に大 熊出羽守高家 ・新 野尾張守国家 ・高梨近 江守高義(岳 北 中村)ら 上
はなのえ

社花会頭役 をつ とめ る。5月 、高梨治部少輔道朝(江 部)ら 同5月 会の頭役 を

つ とめ る。

11月 、高梨政高代初め。

12月 、越後勢攻入 り、信州 高井郡 高橋(中 野市西条)に て、大将上杉右 馬頭 、

高梨 政高に討 たれ る。

2月 、高梨政高 、幕府奉行 人へ馬 を贈 り訴訟の事 につ き依頼す る。

6月 、幕 府、守護 小笠 原光康 に 、村上政清 ・高梨政 高を撃つべ きを命 じる。

桜 沢秀頼(堤 郷)ら に上社明年の御射 山頭役 をあて る。

正 月、七瀬 の宝簾 印塔 成 る。

本郷高梨政盛代始め。

5月 、政盛、山田城(高 山村)の 高梨 日向守高朝 を攻め て城 を奪 う。

7月 、政盛、 高梨治部少輔 に江部村 を知行・させ る。

11月 、高梨政盛 夜交景国に下上条 ・新野高遠 ・西条 ・岩船 などを安堵 す る。

7月 、政盛、三条西実隆に古今集 書写の礼銭.500疋 を贈 る。また翌年 音信 を送 る。

8月 、前越前 守護上杉房能 と長尾為景 との間に対立あ り。高梨政盛 、為景 に

加勢す る。

6月 、為景 に加勢す る政盛の軍、上杉 顕定の軍 と越後長森原に戦 い、顕定 を討

ち取 る。20日、大宝の神前に凱歌 を奏す。(中野祇 園祭 の起源説)

12月 、政盛 、夜交景国に再 度安堵状 を出す。また澄頼(政 盛の子)、同孫次郎 に

中村郷 を安堵せ しめ る。

長尾為 景、守護上杉定実に叛 す。

7月 、反高梨党の中野氏残党 ・夜交 ・小嶋氏 ら、定実 に くみ し、高梨 の家 臣

草 間大炊助に とらえ られ礫刑 され る、島津 ・井上 ・栗 田ら定実に くみす。

連歌の柴屋幹宗良、高梨館 を訪れ る。

長尾為 景、高梨政頼(澄 頼 の子)に 合力 して信州の乱 を平 げる。

7月 、高梨政頼 、禁裏修理料 を献 じ、その功 によ り従四位上 に叙せ られ る。

9月 、信玄、再度義清 を砥石城 に攻めて失敗す る。 この頃不和 とな っていた

村上 と高梨 の間に和議 が成立。

笠 原本誓寺 の超賢、笠 原を出立 し加 賀の小 山御 坊へ お もむ く。

12月 、高梨政頼 、上洛 を くわだて、金倉 ・柳沢 ・江部 ・岩井 ・新保 ・上条 ・
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間山 な どに在京100日 の夫役 を申付 ける。
だいぶ

22閏 正月、 政盛 お よび岩井 民部 大輔、摂津 の 本願寺 を訪 れ る。

4月 、村上 氏の葛尾城陥 る。村上 ・高梨 ら信州 の地士、越後へ救援す る。

9月 、 長尾景虎の軍は村上氏 らを援 けるために、信州 に攻入 り、布施 ・八幡

にお いて 戦 う。秋 、謙信上洛す る。
すりのすけ

小 島修理亮、信 玄か ら感状 を受け る。修理 亮 ら高井郡高梨の内河南1500貫 文

の地 を宛行 れ る。

3高 梨政頼飯 山城にあって頻 りに謙信 に救援 を求め る。信玄、伊藤右京亮に間

山郷 を宛行 う。

長尾景虎関東管領 とな り、上杉政虎 と改名(上 杉謙信の こと)。

9月 、 甲越の両軍、川中島八幡原に激 突。村上 ・高梨 ・井上 ・須田 ・島津 ら上

杉軍 の先陣 をつ とめる。

712月 、信玄、伊藤右京亮 に替地 として片塩300貫 文 の地 を宛行 う。 また西条

美作守 に新保 ・小 田中を宛行 う。

2月 、桜沢 ・堤な ど、小 田中 ・吉 田 ・上条 そのほか諸郷 、諏訪 下社 の造営所役

をつ とめる。

108月 、高梨頼親は 中野以外の地 で、上杉景勝か ら2000貫 文の地 を宛行 われ る・

頼親庄 内八幡宮に社領10貫 文 を寄進す る。

113月 、高梨 頼親 、庄 内八幡宮神主に檀 中へ御祓 を頒布 させ る。頼親、 木嶋又

次郎に新井 ・厚貝 を原釆女 と兼帯にて宛行 う。

11月 、景勝、常楽寺 ・安 源寺 を円慶寺(栗 和田)に 寄進す る。
ゆげいの じよう

125月 、景勝、岩井:靱負尉 に高井郡吉 田の地 を宛行 う。

12月 、景勝、大熊 ・角 間両郷 の百姓に土貢の赦免 を約 束す る。

1412月 、須田満親(海 津:城代)常 楽寺 を再興す ると伝 える。この年、 中野本郷

・大 熊 ・中村 など、 諏訪上社の頭役 をつ どめ る。

10月 、頼親、庄内八幡宮(安 源寺)の 社領100貫 文 の所 を安堵 す る。

8月 、景勝の臣高梨頼親の部下30名 、 朝鮮役 か ら帰国す る。

9月 、頼親、立神藤八郎(安 源寺)に 対 し、神職 ・社領 を安堵 す。

32月 、高梨頼親 、舟丸某に牛出村備後分の内20貫400文 を宛行 う。

3月 、 景勝上洛す。 この時高梨 氏 ら数名 、争 いのため改易 され る。

9月 、景勝領 内、信濃 将士の知行員数 を記す(高 梨頼親130人 、2,665石 余)。

10月 、中野郷常楽寺天庵 に、後陽成天皇 か ら 「琴月円光禅師」の号 を授け ら

れ る。

3'正 月、豊 臣秀吉、上杉景勝 を会津に封ず(120万 石)。高梨 氏 をは じめ信 濃の

諸将 これに従 って移 る。
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